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れた｡ (しかし､ dlcは2≦dlc≦3のいずれになるかいろいろと試論･されているが､ まだ
確定的な結論には至っていない｡ )
このようにして確認された3次元SG相の構造が平均喝同様多数の安定状態を持つ
ultrametric3)なものかどうか､ またSG相が磁場に対 して安定か (Aト lineが存在する
か)どうか興味のあるところだが､前者については肯定的議 論 4･5)､否定 的 試 論 6･7)が共に
ぁり､後者については液滴模型による議論6)やスケーリング理論8)が否定的な結論を出して
いるがはっきりしたことは解っていない｡
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